
 
 

乳腺・内分泌外科 Breast and Thyroid Surgery 
 

１． スタッフ構成(2025 年 3 月時点) 

 松岡 欣也(主任部長) 
1995年岡山大学医学部卒 
専門分野：乳腺・甲状腺 
資格：日本外科学会外科専門医、日本乳癌学会乳腺専門医・指

導医、日本内分泌外科学会内分泌外科専門医・指導医、日本が

ん治療認定医機構がん治療認定医、日本乳がん検診精度管理

中央機構検診マンモグラフィ読影認定医師、厚生労働省臨床研

修指導医 

 畑地 登志子(部長) 
2005年愛媛大学医学部卒 
専門分野：乳腺・甲状腺 
資格：日本外科学会外科専門医、日本乳癌学会乳腺専門医・指

導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本乳がん検

診精度管理中央機構検診マンモグラフィ読影認定医師、厚生労

働省臨床研修指導医 

 宮崎 一恵(医長) 
2013年川崎医科大学卒 
専門分野：乳腺・甲状腺 
資格：日本外科学会外科専門医、日本乳癌学会乳腺専門医、日

本がん治療認定医機構がん治療認定医、日本乳がん検診精度管

理中央機構検診マンモグラフィ読影認定医師 

 宇都宮 果歩(非常勤医師) 
2019年愛媛大学医学部卒 
専門分野：乳腺 
資格：日本乳がん検診精度管理中央機構検診マンモグラフィ読影

認定医師 

 佐川 庸(診療委託) 
 

２． 実績 

■ 疾患別手術件数 
疾患名 症例数 

乳癌 198 

甲状腺・副甲状腺 90 

■ 疾患別入院患者数 
疾患名 患者数 

乳癌(再発、化学療法症例を含む) 297 

乳腺良性疾患 6 

甲状腺癌 30 

甲状腺腫瘍(リンパ腫を含む) 20 

バセドウ病 23 

副甲状腺疾患 18 

合計 394 

■ 全死亡例およびその死因 
病名 死因 

乳癌再発、がん性胸膜炎 現病死 

合計 1 例 

 

■ 検査件数 
検査名 症例数 

乳腺・甲状腺超音波検査 3,048 

マンモグラフィ 2,475 

■ 手術件数 
手術名 症例数 

甲状腺腫瘍摘出術 20 

甲状腺悪性腫瘍手術 29 

バセドウ病に対する甲状腺亜全摘術 23 

上皮小体手術 18 

乳房温存術 131 

乳房切除術 67 

センチネルリンパ節生検 166 

■ 手術症例数の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■ 臨床評価指標 
評価指標 患者数 

乳房温存率 66% 

乳房温存術が行われた患者数 131 

乳癌手術を受けた全患者数 198 

センチネルリンパ節生検施行率 84% 

センチネルリンパ節生検が行われた患者数 166 

局所進行乳癌に対する治療順序  

全身化学療法が最初に行われていて、次に手術、放射線治療が行われた患者数 23 

StageⅢB、ⅢC の乳癌患者数 7 

術後断端陰性確保  

追加切除かブースト照射が行われた患者数 18 

 

３． 2025 年度目標 
(1) 「乳腺・内分泌外科」の標榜で乳腺甲状腺外科診療を行っ

ており、毎日 2 診体制として、迅速な診断⇒治療に努めてい

ます。引き続き良質な医療提供に専心し、心の拠り所となる

診療科を目指します。 

(2) 乳癌学会・内分泌外科学会認定施設としての役割を果たし

ます。 

(3) 地域の先生方とより一層の病診連携を深め、担当領域にお

いて、より信頼される診療科を目指します。 
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(4) 女性医師・女性技師・乳がん看護認定看護師・薬剤師・臨床

心理士および理学療法士とのチーム医療で、身体的・精神

的なサポート等も含め、よりきめ細かい診療の提供を心がけ

ます。 

(5) HBOC に対する遺伝子検査と結果に基づいた適切なアセス

メントを行います。 

 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. 松岡欣也、畑地登志子、宮崎一恵、佐川庸. 当科での胸骨切開症例の

検討. 第 52 回中国四国甲状腺外科研究会. 広島 (2024.2.17) 
2. 佐川庸、松岡欣也、畑地登志子、宮崎一恵、杉田敦郎、木藤克己、住田

智志. 当院における NIFTP 症例の検討. 第 36 回日本内分泌外科学会

総会. 久留米 (2024.5.23-25) 
3. 畑地登志子、宮崎一恵、松岡欣也、佐川庸、杉田敦郎、木藤克己、住田

智志. ペンブロリズマブ投与した甲状腺未分化癌の 1 例. 第 36 回日本

内分泌外科学会総会. 久留米 (2024.5.23-25) 
4. 畑地登志子、宇都宮果歩、宮崎一恵、松岡欣也、佐川庸. アリミデックス

投与開始後に腎不全となり血液透析を導入した StageⅣ浸潤性小葉癌の

経験. 第 78 回愛媛乳腺疾患懇話会. 松山 (2024.6.22) 
5. 佐川庸、松岡欣也、畑地登志子、宮崎一恵. 下痢のマネジメントからみた

アベマシクリブの有用性評価：自験例より. 第 32 回日本乳癌学会学術総

会. 仙台 (2024.7.11-13) 
6. 畑地登志子、宮崎一恵、松岡欣也、佐川庸. 児童相談所の介入が必要

であった乳癌患者の経験. 第 32 回日本乳癌学会学術総会. 仙台 (2024. 
7.11-13) 

7. 宮崎一恵、佐川庸、松岡欣也、畑地登志子、杉田敦郎、木藤克己、住田

智志. 当院における乳管内乳頭腫の手術症例の検討. 第 32 回日本乳

癌学会学術総会. 仙台 (2024.7.11-13) 
8. 松岡欣也、畑地登志子、宮崎一恵、佐川庸、杉田敦郎、木藤克己、住田

智志. 穿刺吸引細胞診後 7年で顕著化した穿刺部皮膚転移をきたしたア

ポクリン癌の 1 例. 第 32 回日本乳癌学会学術総会. 仙台 (2024.7.11-13) 
9. 畑地登志子、宇都宮果歩、宮崎一恵、松岡欣也、佐川庸、杉田敦郎、木

藤克己、住田智志. 集学的治療により生存期間を延長できた甲状腺未分

化癌の 1 例. 第 76 回愛媛外科会総会. 松山 (2024.8.3) 
10. 宮崎一恵、佐川庸、松岡欣也、畑地登志子、宇都宮果歩. HER2 低発現

腹膜転移再発に対して T-DXd で部分奏効した小葉癌の 1 例. 第 21 回

日本乳癌学会中国四国地方会. 松山 (2024.9.20-21) 
11. 宇都宮果歩、松岡欣也、畑地登志子、宮崎一恵、佐川庸. 当院における

BRACAnalysis 検査の現状. 第 21 回日本乳癌学会中国四国地方会. 松
山 (2024.9.20-21) 

12. 松岡欣也、畑地登志子、宮崎一恵、宇都宮果歩、青野哲哉. 心不全を有

する HER2 陽性切除不能乳癌の治療経験. 第 79 回愛媛乳腺疾患懇話

会. 松山 (2024.10.19) 
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